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易とされる脂肪幹細胞(Adipose derived mesenchymal stem cell; ADMSC)の免疫抑




























ADMSC を蛍光量子ドットで染色したうえで AT 群モデルに投与し、POD7 での組織内分
布を検討した。 
 




・ ADMSC の投与単独では拒絶は抑制されず(AD 群)、T 群では中等度の拒絶が認めら
れた。一方、AT群において拒絶のスコアは他の群よりも有意に低い結果であった。
また、AT群において、PCNAスコアは T群よりも有意に低い結果であった。 
・ AT群において、血中 HGFの値は、POD3、7において T群よりも有意に高い結果で
あった。 
・ cMetの発現は、パラフィン検体での免疫染色では AT・T群の両群において経時的
に増大しており、WB 法による評価では AT 群において発現の増大がより認められ
た。蛍光免疫染色による評価では、POD7の AT群において cMetの発現がより増大
しており、樹状細胞においても cMet の発現がより増大していた。一方、グラフ




考   察 





グラフト肺内、特に樹状細胞における cMet の発現亢進と CD40 の発現低下は、ADMSC
による免疫抑制作用の機序の一つである可能性が示唆された。今回の結果からは、
ADMSC 治療の併用により、より少ない量での免疫抑制剤投与で拒絶が抑制される可能
性があり、臨床への応用が期待される。今後の課題として、さらなる機序解析や、ADMSC
の複数回投与や投与する細胞量の増大を検討する必要があると考えられる。 
 
